
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【作成：日貫の歴史を伝承する会】 

石見の俳人として知られた郷原礎平の句である。郷原家第八代当

主、出身は津和野。娘婿の壹助と共に日貫の子どもの教育に力を

注ぎ、隠居後には上大江子本田唄を書きとめている。 

松本愛重は森鴎外に次ぐ文学博士である。八幡神社十三代宮

司松本重孝、国子の長男、東京帝国大学卒。著書は早稲田大学

図書館に所蔵されている。両親までの墓が宝光寺にある。 

寛延元年（１７４８）八月湯谷背戸山に願主藤井仙右衛門に

より新造鎮座。文政５年（１８２２）に金毘羅山に遷座。講員数が

減少したため、平成２４年（２０１２）４月大原神社の杉の木に遷

座した。 

応地屋を受け継いだ島田才蔵は、大正５年（１９１７）

にサンショウウオを上野動物園に贈り感謝状をもらった。

当時衆議院議員だった島田俊夫氏の仲介と思われる。 

島根県邑智郡邑南町  

日貫 1168番地 

TEL (0855)97-0902 

IP 050-5207-2000 

令和３年 

虫送り 

７月１１日（日）虫送りが行われました。

昔から続いている行事ですが、昨年はコ

ロナで中止となりました。今年は天気に

恵まれ、小学校から大原神社までを保育

所児童から大人まで太鼓を腰に下げて練

り歩き、日貫の町全体に“ﾋｰﾋｰﾋｰﾋﾘﾎﾎ、ﾄﾁ

ﾘﾂｼｬﾝ”と唄と太鼓が鳴り響きました。ずっ

と毎年響き続けていきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 参加

され

た皆

さん 

令和３年６月末現在 

日貫地区（人口と世帯数） 

男 ２０１人（－１人） 

女 ２３６人（±０人） 

合計 ４３８人（－１人） 

世帯数 ２０５世帯（±０戸） 

高齢者比率 ５２．４０％   

＊（ ）内は前月比     

 

スマホ教室 開催 

桜井集落の山本昌利さんを講師として、スマホ教室を開

催しました。初めに参加者の方の困っていることを聞きました

が、一人ひとり悩んでいることは、メール、QR コード、ライ

ン、決済方法、YouTube などいろいろでした。今回は、天気

情報の見方や、QRコードのアプリを入れて、「おおなんアプ

リ」のQRコードを読み取り、町からのお知らせや緊急情

報、防災、ごみ、お悔やみなどなどみることができました。 

悩んでいることがございましたら、皆さんのお助けマンとし

て対応していきたいと思いますので、気軽に公民館へお越し

ください。 

皆様からの投稿写真 

7・8月の予定 

7／26日（月）お茶会           

27 日（火）まち歩き点検     

   ２９日（木）議員交流会       

                           

 

  

＊コロナ感染予防のため、マスクの着用と手指消毒をお願いします。 

＊コロナ感染予防対策などで開催を延期・中止の場合があります。 

＊公民館事業で写真を撮影し、公民館だよりで使用したりケーブルテレビ

等の取材が入る場合がありますが、ご了承ください。 

お茶会開催 

小学生対象にしていた日本の文化である

茶道に、大人も一緒に参加しました。茶室へ

の入り方、歩き方、お辞儀の仕方、立ち方、座

り方、お抹茶の飲み方などいろいろな作法

で、相手を気遣ったりする人にとって大切なお

もてなしのこころを学びました。とても奥深い

ものがあります。 

夜にかけて咲いて朝にはしぼんでしまう

『月下美人』みごとでした（願入寺にて） 公民館玄関にかけた巣にツバメの子

が５羽。次の日アオダイショウに捕ま

えられてしまいました。(T-T) 

今年もたくさんの『クジャクサボテン』

が咲きました。(森本さんより) 

上から見た虫送

りの様子 

（松本さんより） 

８／５日（木）地域学校 ソバの種まき 

11日（水）子どもカルチャーバス 

１5日（日）しまね家庭の日 

１９日（木）食育の日    

２１日(土) ふれあい奉仕作業  

２２日（日）リーダー研修 

毎週火曜日 運動教室 

皆様からのお写真、お知らせお待ちしています。 


